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生活集団 

日常的なふれあい等を通して、

人間関係を深めたり、個々の主体

性を育てたりするもの。 

学習集団 

教科等の指導を通して、互い

に学習し、学び合いながら理解

を深めていくもの。 

  

  

   

  

本書では、「目指す学級の姿を明らかにし、教師と児童生徒の信頼関係や児童生徒同士の好

ましい人間関係を築くことを通して、学級を一つにまとめていく取組」ととらえています。 

学級は、教師にとって学習指導や生徒指導を行う際の基盤となる集合体であり、児童生徒

にとっても学習や生活など学校生活の基盤となるものです。学級が安定することで、十分な

教育的効果が期待されると考えられます。そのため、年度当初の出会いから始まる集団を、

様々な教育活動の中で共に認め、励まし合い、支え合える生活集団・学習集団にしていく必要

があります。 

 

「お互いに尊重し合うことを基本とした人間関係」です。「尊重する」とは、違いを認めた

上で相手を受け入れ、そして理解する、つまり、自分と違った考えをもっている相手でも、人

として受け入れるということです。これは、教師と児童生徒、児童生徒同士の両方に言えます。 

このことにより、児童生徒は安心感を味

わい、自分を素直に表現することができる

ようになり、ありのままの自分を肯定的に

とらえる自己肯定感や、他者のために役立

った、認められたという自己有用感を育む

ことができるようになります。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ はじめに【学級づくり理論編】 

学級・ホームルーム 

１ 「学級づくり」とは？ 

２ 「好ましい人間関係」とは？ 

清掃 

給食 

遊び 共感 

日直 係活動 学力 

受容 

話合い 賞賛 
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本書では、「教師と児童生徒の信頼関係を基盤とし、児童生徒同士が互いに尊重し合い、自

分たちで考えて行動できる学級」を目指します。 

これは、「学習指導要領解説『総則編』『特別活動

編』」「生徒指導提要（令和４年 12 月）」及び令和

３年に実施した「『学級づくり』に関する実態調査

（県内小・中・義務教育・高等学校・特別支援学校

経験年数１～10 年目の教員を対象 4,658 件）」

「第３期千葉県教育振興基本計画」を参考にして

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）学習指導要領における学級・ホームルームづくりの位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ どのような学級を目指すのか？ 

学習指導要領解説「総則編」では、「学習や生活の基盤として教師と児童（生徒）との信頼

関係及び児童（生徒）相互のよりよい人間関係を育てるため，日頃から学級（ホームルーム）

経営の充実を図ること」と述べられています。これまで学習指導要領解説『総則編』において

は、小学校にのみ学級経営の充実が位置付けられていました。しかし、中央教育審議会（平成

28 年 12 月）において、学校や学級の重要性が、今一度見据え直されたことを受け、中学

校、高等学校においても教師と生徒との信頼関係及び生徒相互のよりよい人間関係を育てる

ために、学級経営の充実を図ることが位置付けられました。 

また学習指導要領解説「特別活動編」では、「学級活動における児童（生徒）の自発的，自

治的な活動を中心として，個々の児童（生徒）についての理解を深め，教師と児童（生徒），

児童（生徒）相互の信頼関係を育み，学級経営の充実を図ること。」と示されています。さら

に、育成すべき資質・能力の重要な視点として、以下のものが示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つまり、様々な教育活動を通して、児童生徒の主体的・実践的な資質・能力を育むととも

に、児童生徒との信頼関係を構築し、学級・ホームルーム経営の充実及び改善を図っていくこ

とで、学習活動や学校生活の基盤としての学級という場を豊かなものとしていくことが重要

であるということです。 

人間関係形成 

社会参画 自己実現 

個と個や個と集団の関わりの中で、互いのよさを生かし、

協働して取り組み、よりよい人間関係を築こうとする視点 

児童生徒が現在、そして将来に所属する

様々な集団や社会に対して積極的に関わ

り、よりよいものにしていこうとする視点 

将来を見通して、今の自分にできること

を考え、よさや可能性を生かして実践しな

がらよりよい自分づくりを目指す視点 

特別活動において育成すべき資質・能力 
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（２）生徒指導提要（令和４年 12 月）における学級・ホームルームづくりの充実 

生徒指導提要では学級づくりについて、「学級集団としての質の高まりを目指したり、教員

と児童生徒、児童生徒相互のよりよい人間関係を構築しようとしたりすることが中心的な内

容と言える」と示されています。 

また、「学級・ホームルーム経営では、児童生徒自身が学級や学校生活、人間関係をよ        

りよいものにするために、皆で話合い、皆で決めて、皆で協力して実践することを通じて、

学級・ホームルームの友達のよいところに気付いたり、良好な人間関係を築いたり、学級・

ホームルームの雰囲気がよくなったりすることを実感すること」とあります。このような自

発的、自治的な活動を通して、学級・ホームルーム経営の充実を図ることで、児童生徒同士

が、お互いを尊重し合う温かい風土が醸成されるとともに、自ら考え、行動できる集団にな

るということです。 

（３）第３期千葉県教育振興基本計画より 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

本県の施策においても以上のように、よりよい学習活動を支える学校・学級づくりに向け

た取組の充実が示されており、学級の重要性がうかがえます。 

（４）「学級づくり」に関する実態調査結果から 

令和３年度、県内小・中・義務教育・高等・特別支援学校に在籍する教員経験１年

目から 10 年目の教員 4,658 名を対象にアンケート調査を実施しました。アンケー

ト項目については、前回の調査（平成 24 年度）と同様の内容を実施することで、教

員の意識の変化を捉えることができるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

       

  

基本目標１ ちばの教育の力で、志を持ち、未来を切り拓く、ちばの子供を育てる 

基本目標２ ちばの教育の力で、「自信」と「安心」を育む学校をつくる 

施策１ 人生を主体的に切り拓くための学びの確立 

  （１） 子供の学習意欲を高め学力向上を図る取組の推進 

施策５ 人間形成の場としての活力ある学校づくり 

  （２） 豊かな学びを支える学校・学習環境づくり 

【学級づくりを進める上で力を入れていること（選択式）】 

81.9

55.9

42.1

75.3

52

37.8

0 20 40 60 80 100

教師と児童生徒の信頼関係

児童生徒同士のよりよい人間関係

自主的に活動できる学級組織

令和３年度     平成２４年度 

平成 24 年度と比べ、「学級づくりを進める上で力を入れていること」として、これらの

３項目についての意識が高まっていることが分かります。 
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一方、上記「学級づくりを進める上で難しいと感じていること」のアンケートから、児童

生徒との信頼関係をどう築いていくのか、その上で、児童生徒同士の人間関係をどう深めて

いくのか、そして、児童生徒一人一人が自ら考え活動できるような学級組織をどう築いてい

くのかということを、日々悩み模索している様子がうかがわれます。 

さらに、どのような学級をつくりたいかという自由記述回答をみると、「児童生徒同士の人

間関係」に大きく関わる部分や、「主体的に活動できる学級」に関わる部分の回答が多くみら

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

75.6

90.5

91.2

0 20 40 60 80 100

教師と児童生徒の

信頼関係を築くこと

児童生徒同士の

よりよい人間関係を築くこと

自主的に活動できる

学級組織をつくること

【学級づくりを進める上で難しいと感じていること（選択式）】 

これらのことから、「児童生徒との信頼関係」「児童生徒同士の人間関係」「主体的に活動で

きる学級」の三つを柱とし、それらが相互に関わっていくことで教員が求めている学級の姿

へとつながっていくのではないかと考え、本書で目指す学級の姿としました。 

【教職経験年数１～10 年目による自由記述】 

【教職経験年数５年目による自由記述】 

Wordcloudを活用したテキストマイニング 

主体的に活動 
できる学級 

自主的な 
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４ 本書における学級づくりの全体構想 

○ 学習指導要領解説「総則編」「特別活動編」 
・学習や生活の基盤として教師と児童（生徒）との信頼関係及び児童（生徒）相互のよりよい 人間関係を育

てるため，日頃から学級（ホームルーム）経営の充実を図る 
・学級活動における児童（生徒）の自発的，自治的な活動を中心として，個々の児童（生徒）についての理

解を深め，教師と児童（生徒），児童（生徒）相互の信頼関係を育み，学級経営の充実を図る 

○ 第３期千葉県教育振興基本計画 

よりよい学習活動を支える学校・学級づくりに向けた取組の充実 

○ 学級づくりに関するアンケート調査結果（教員経験１年目から 10 年目の教員 4,658 名） 

  

・児童生徒の声に耳を傾け、信頼 

関係を築く。 

・互いに認め合える雰囲気を 

つくる。 

・自分たちで考えて行動できる 

ようにする。 

・児童生徒理解の仕方がわからない。 

・けんか、人間関係のトラブルが絶え

ない。 

・言われたこと、指示されたこと 

はできるけど… 

同
僚
教
師
と
の
協
力 

【好ましい人間関係を育む学級】 
教師と児童生徒との信頼関係を基盤とし、児童生徒同士が互いに尊重し合い、自分たち

で考えて行動できる学級 

児童生徒同士の

人間関係 

主体的に活動 

できる学級 

教師と児童生徒の信頼関係 

保
護
者
と
の
連
携 

学級担任による学級づくり 

組織（チーム学校）の中での学級づくり 

互いに 

尊重し合う 

○ 令和３年度全国学力・学習状況調査児童生徒質問紙結果（千葉県） 

 本県小学校及び中学校において全国平均より0.3 ポイントから3 ポイント低くなっている項目 

番号 質問事項 小学校 中学校 

６ 自分には、よいところがあると思いますか －2.5 －2.6 

10 人が困っているときは、進んで助けていますか －0.9 －0.3 

16 友達と協力するのは楽しいと思いますか －1.3 －３ 

40 
あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いの

意見のよさを生かして解決方法を決めていますか 
－0.5 －0.2 

41 
学級活動における学級での話合いを生かして、今、自分が努力すべきことを決

めて取り組んでいますか 
－0.5 －0.2 

 

 
【大切にしていること】 

 
【困っていること】 
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Plan 計画する 

（１）Ｐlan：計画を立てよう 

□□□□□目指す学級の姿を明らかにする 

学級担任として、「どんな学級をつくりたいか」「どんな児童生徒を育てたいか」等を

はっきりとイメージしましょう。その際、学校教育目標や校長の学校経営方針に基づき、

学級目標として具現化していくことが大切です。 

 

□□□□□児童生徒、学級の実態を知る 

実態を知る方法として、主観的な見取りと客観的な見取りがあります。主観的な見取

りは児童生徒と共に活動する中で、教師自身が児童生徒の現状を知ることです。客観的

な見取りは、学級集団尺度ツールや、他の教師の視点で情報を入れたり、家庭との連携

を図ったりすることです。これらの二つの方法を併用しながら多面的に児童生徒や学級

の実態を把握していくことが大切です。 

 
□□□□□「プランニング」をする 

学級づくりは意図的・計画的に進めていくものです。そのためには、見通しをもつこ

とが大切です。現状を理想に近づけるためにはどうすればよいかを考える、その指導の

手立てが「プランニング」です。目指すゴールを決めたら、その思いを実現するために、

様々な「プランニング」をしましょう。 

Do 実践する 

 

 

Action 改善する 

 

 

Check 評価する 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 学級づくりの進め方 

１ ＰＤＣＡサイクルで学級づくりをする 

Ｐ Ｄ 

Ａ Ｃ 

次年度に向けて新たな目標・戦略を

立てる。 

 

学期末・年度末等に振り返る。 

・目指す学級の姿（ゴール）を決める。 

・学級の実態（スタート位置）を把握し、 

戦略を立てる。 

d：実践する c：振り返る（評価する） 
a：改善する 
※上記を一連の活動として繰り返す。 

d 
c a 



- 7 - 

 

（２）Do：実践しよう 

（do→check→action を一連の活動として繰り返す） 

□□□□□ｄo：実践する 

計画に基づき、実践していきます。このとき、教師が大切にすべきことは、係活動等

を児童生徒に任せっぱなしにするのではなく、声をかけたり助言したり、常に児童生徒

の活動に対し「見ているよ」というサインを送り続けることです。 

また、児童生徒の活動に対して「ありがとう」という気持ちをもち、認めていくこと

が、次の活動への意欲を引き起こすことにつながります。 

 
□□□□□check：途中での振り返りを忘れずに 

次に大事なことは、自分の活動を振り返る時間と場を保障することです。児童生徒に

は、計画したことが実践されているか、また、教師はその実践がゴールに向かっている

か、という視点で活動を振り返ります。様々な取組（係活動、学級のイベント、席替え

等）は、一見すると別々のもののように思われますが、目指すゴールは一緒であること

を意識して指導することが大切です。 

 
□□□□□action：新たな手立ての必要性があれば改善する 

児童生徒の活動が順調にいっているときは、その手立てを継続していきます。うまく

機能していないときは、児童生徒と一緒に新たな手立てを考えます。 

その際、教師が「こうすれば…」と手立てを示すのは簡単です。しかし、それでは児

童生徒の主体性は育ちません。児童生徒が考える時間を保障し、児童生徒が決めたこと

をサポートする立場で支援する心のゆとりをもちたいものです。 

（３）Ｃheck：評価する  Ａction：改善する 

ここでの評価は、学期末あるいは年度末に自分の学級づくりを振り返り、これまでの実

践の評価をします。そして、新たな計画を立て、次の学期または次の年度に実践していき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「教育観」をもってマネジメントする 

めざす学級の姿を確立し、その実現に向けた「プランニング」をする際に大切なことは、自分の「教育観」

（教育に対する見方・考え方）をしっかりともつことです。「教育観」をもつことで、判断基準が明確になり、ぶ

れずに指導・支援することができます。逆に、はっきりしていないと自信がなくなったり、ゴールを見失ったりして

しまいます。 

常に自分の実践を振り返ったり、同僚教師や教

育書から学んだりすることで、「教育観」を確立して

いくとともに、常に学び続ける姿勢が大切です。 

【学級目標を決めている場面】 

コラム 
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学級づくりは、基本的に一年間の計画で行います。教師は次の年に別の児童生徒と共に学級

をつくることができますが、今受け持っている児童生徒にとっては二度とない一年です。だか

らこそ、実践、振り返り、改善を繰り返しながら、学級づくりを進めていく必要があります。

児童生徒からの信頼を勝ち取るには時間がかかりますが、失うときはあっという間です。だか

らこそ、「何のために行うのか」「どのような児童生徒を育てたいのか」等、ぶれずに指導する

必要があります。 

このように、しっかりした自分の「教育観」に基づいて学級づくりを進めることで、次のよ

うな効果が期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
（１）試行錯誤を認めるゆとりをもとう 

児童生徒は活動する中で壁にぶつかりますが、この経験が児童生徒を育てることになり

ます。教師が効率を優先するあまり、何でも用意し決定してしまうと成長しません。しっか

りと、活動を振り返り試行錯誤させるゆとりをもちましょう。試行錯誤させる際は、できる

だけ児童生徒の考えを尊重するとともに、教師は、児童生徒と共に考える立場で支援してい

２ 学級づくりを進める上での留意点 

教師の思いと児童生徒の願いを共有し、具現化した目標を立て
ましょう。 

・各々の活動は、同じ目的に向かっていることを常に自覚

しながら指導することで、質的に高まりながらゴールに

向かっていきます。 

・各々の活動に取り組む際は、試行錯誤を許せるゆとりを

もちたいものです。 
・ゴールに着くまでは時間がかかります。スモールステッ

プの目標を具体的に与え、一つずつ達成させながらゴー

ルに迫っていきましょう。 

・児童生徒の活動をよく見ていましょう。児童生徒は、教師

に「見てもらっている」と感じると、安心して意欲的に取

り組みます。 

・学級づくりを進めるには色々な切り口がありますが、ゴ
ールは同じなので、それぞれの取組は別々に独立してい
るのではなく、相互に関連し合っています。実は共通する
「教育観」が根底にはあるのです。 

【目指す学級を実現するために】 

ゴール：目指す学級の姿 

スタート：学級・児童生徒の実態を知る 

 

共通する教育観 

係
活
動 

問
題
行
動
へ

の
対
応 

学
級
の 

イ
ベ
ン
ト 

席
替
え 

給
食
指
導 

そ
の
他 

コラム 教師が、「教育観」をもって指導すると… 

・目指す学級や児童生徒の姿を常に考えているので、学級目標を意識するようになります。 

・ゴールに向かうための、各々の計画、手立てが明確になるので、効率的に指導ができるようになります。 

・指導における判断規準が明確になるので、ぶれることなく一貫した指導ができるようになります。 

・教師の「教育観」が児童生徒にも反映されるようになります。教師が一人一人の児童生徒を尊重すれ

ば、学級全体が一人一人を大切にする雰囲気が生まれます。 
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達成感 ・ 自信 

次もがんばろう！ 

もっとやりたい！ 

【めあての振り返り、自主学習ノートの掲示物】 

くことが大切です。 

また、児童生徒は失敗から多くのことを学びます。同じ失敗を繰り返さないように次の活

動に向けて工夫するからこそ、成功体験を味わうことができます。そのため、失敗を受け止

め、しっかりとフォローし支えていくことで「失敗から学ぶ」経験を大切にしていきたいも

のです。 

 
（２）スモールステップで支援しよう 

どんなによいプランがあっても、一気に

ゴールにたどり着くものではありません。

児童生徒にとって達成しやすい、身近な目

標をスモールステップで与えながら、ゴー

ルを目指していきます。 

その目標が達成できたら、新たな目標を

与えそれに向かって活動する、という繰り

返しでゴールに近づくようにしていきまし

ょう。 

 

（３）粘り強く指導しよう 

学級づくりは、長い道のりを一歩ずつ歩んでいくようなものです。そのため、焦らずに支

援していきましょう。また、一度うまくいった方法が次に成功するとは限りません。しかし、

「教育観」に基づいたゴールは変わりません。「これでいいや、もう十分」と安易に妥協せ

ずに、粘り強く、常にこれでいいのかを振り返りながらゴールに向かってください。 

 

（４）継続しよう 

何事も続けることが大切です。また、どんなにすばらしい計画を立てても、実践しなけれ

ば意味がありません。プランを立てることに労力を使い過ぎて、日常の見取りを怠ったり児

童生徒任せにしたりしていると、活動は停滞しゴールを見失ってしまいます。 

活動をマンネリ化させないために励

まし、認めることで意欲が持続できるよ

うにしていくことが大切です。さらに

「これを重点的に取り組もう」「今どん

な状況だろう」等、振り返りながら継続

する必要があります。 

そのためにも、日常的な見取りを継続

していくことで、児童生徒を見取る目を

養っていきましょう。 

児童生徒にあったスモールステップで

◀小さな一歩 

◀小さな一歩 

めあて・目標 
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生徒指導提要には、「学級づくりは、教師と児童生徒、児童生徒同士の選択できない出会い

から始まる」と示されています。教師は、このような集団を、互いに尊重し、認め合い、励ま

し合える集団にしていく必要があります。そのため、学級集団としてのスタートを切る「学級

開き」は非常に重要となります。学級の目指すべき姿を明確にしてゴールを示すことや、学級

のルールを確認することで、学級としての素地を築くことが大切になります。ここでは、いく

つかの例を紹介していきます。 

 

 

これからスタートする一年間を、教師と児童生

徒がお互いに気持ちよく過ごせるように、しっか

りと準備をしましょう。新たな気持ちで前向きに

学校生活を送ることができるようにしておきまし

ょう。 

 

 

教師の思いを、児童生徒に伝え共有すること

で、その方針が児童生徒にも反映されるように

なります。その際、プレゼンテーション等で情

報を視覚化すると、より効果的に伝えることが

できます。また、学級のルール等を確認する際

には、特別の教科道徳等と関連させることで、

より効果的に規範意識を高めることができます。 

 

 

ここで確認するルールというのは、二つあります。 

まず一つ目は、児童生徒の安全や命に関わることなど生活に関するルールです。例えば、登

下校の仕方や廊下・階段等の歩き方、学級における休み時間の過ごし方や掃除の仕方等があり

ます。確認する際には、ただ「しっかりと守ってください」ではなく、なぜルールがあるのか、

なぜ大切なのか理由を児童生徒と共に考えることで、ルールを尊重する姿勢を育むことが大切

です。学級開きにおいて、しっかりと確認することで児童生徒が見通しをもって、意識を高め

ていくことができるよう支援していきましょう。 

二つ目は、児童生徒が主体的に考え、行動してもよい範囲のことです。いわゆる、学級独自

のルールになります。こちらについては、以下の点に留意することが大切です。 

 

 

Ⅲ 学級開き 

２ 思いを伝える 

１ 児童生徒を迎える準備 

（例えば…） 
・教室や廊下、下駄箱の清掃及び安全

点検 
・掲示スペースの点検、児童生徒への

メッセージ等の掲示 
・机、いすの点検及び高さの調節 
・名前シール（番号）等の貼付 

３ ルールの確認をする 
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教師主導の学級づくりは、ルールの幅が狭く児童生徒によっては息苦しさを感じることがあ

ります。その息苦しさから、「不適切な行動」や「不登校」につながることもあります。一方、

ルールの幅が広すぎると、児童生徒は何を基準にしたらよいのか、何を目指したらよいのか混

乱してしまいます。そのため、児童生徒の発達段階や実態に合ったルールを設定し確認してい

くとともに、教師の押し付けにならないよう議論しながら決めていくことが大切です。 

 

 

学級目標は、学級としての目指す姿です。その

ため、設定する際には、教師が一方的に決めるの

ではなく、学級全体で話し合って決めることで、

児童生徒が自分事として捉え目標に対する意識が

高まります。また、思考ツール等の手法を活用し

て、思考を可視化、分類・構造化することで多面

的・多角的に考えることができます。 

 

【決め方の例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学級目標の例】  

 
 
 
 
 

・ある程度の幅をもったルールの設定になっている。 

・ルールの中では、自由に活動できるようになっている。 

・ルールの中で自由に活動させることにより、児童生徒同士の相互作用を活発化させ、

そこで相互に学ぶ中から気付き、学びを生み出すことがイメージされている。 

４ 学級目標を決める 

こんなクラスに

はしたくない 
こんなクラスに

したい 
学級目標の設定 

仲間はずれ 暴力 けんか 

悪口 うるさい 笑顔がない 

メリハリがない 仲間外れ 

雰囲気が悪い     …等 

やさしい 明るい 思いやり 

助け合う 暴力がない 

けんかがない 団結力がある 

悪口がない      …等 

学級に属する中で、我慢をしたり、
つらい思いをしてきたりした児童生
徒がいます。原因は何なのか、どの
ようなことが回避されれば安心して
過ごすことができるかを学級全体で
共有します。 

左記の活動のみでは、ただ不満を
共有しただけになってしまいます。
そこで、一人一人理想とする学級像
を明示することで、どのような思い
をもった仲間がいるのか、共感的に
理解し合えるようにします。 

 発達段階に応じて、覚え
やすく、わかりやすい目標
を設定しましょう。また、
生活の中で学級目標を想
起させることも大切です。 

 
Ｈot でホッと 

～みんなで協力し 

一人一人に居場所がある学級～ 
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児童生徒に身に付けてほしいふるまいや行動は、まず教師自身が率先してやって見せ、児童

生徒のよい手本となりましょう。教師が思っている以上に、児童生徒は教師のふるまいを見て

育っていきます。よい手本を見せてあげることで、教師への信頼も増して、児童生徒との人間

関係も良好となっていくことでしょう。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

自己開示とは自分を知ってもらうことです。その中には自分の弱い部分も含まれるので、信

頼できる相手でないと打ち明けられない傾向があります。相手からすると、信頼してくれてい

るからそのような内容を話してくれたと感じるので、自己開示された相手は自分も自己開示を

しやすくなり、人間関係が深まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ⅳ 教師と児童生徒の信頼関係 

言葉遣い 

・「～です」「～さん」などの丁寧な言葉遣いをします。 

・時と場に応じた適切な言葉遣いや声量に気を付けます。 

分かりやすく指示する(ワンセンテンス・ワンメッセージ) 

・指示は、短く簡潔に伝えます。一文で一つの指示を出すように心がけます。 

・複数の指示をするときは、「また」「次に」や「一つ目は…」「二つ目は…」など、順序立てて伝えます。 

時間を守る 

・授業では、はじめと、終わり

のチャイムを、しっかりと守

ります。 

あいさつをする 

・誰に対しても、積極的に、さわやか 

なあいさつをします。 

身だしなみ、身の回りを整える 

・清潔感のある服装、頭髪、身だしなみを心がけます。 

・場や目的に合わせた、服装を心がけます。 

・机上整理、身のまわりの整理整頓に気を配ります。 

１ 教師としてのふるまい 

３ 率先垂範  

２ 自己開示 

【 自己開示の例 】 
◇「それは私も分からないから、次の授業までに調べておきます。」 

◇「そのことについて私は～だと思います。」 

◇「私も小学生の時、今の○○さんと同じような失敗をしたことがあります。それは～」 
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学習指導要領解説「総則編」には、「学級（ホー

ムルーム）経営を行う上で，最も重要なことは学級

の児童（生徒）一人一人の実態を把握すること，す

なわち確かな児童生徒理解である」と示されてい

ます。 

信頼関係の第一歩は、相手のことを理解するこ

とです。そのためには、授業中だけでなく、休み時

間や給食の時間などにも、積極的にかかわること

が大切です。ここでは、児童生徒理解の具体的な手

立ての例について、いくつか紹介していきます。 

 

（１）ICT（Forms）を活用した学級アンケート 

アンケートを活用することで、直接言えない

悩みを相談するといったケースがあります。

ICT を活用すれば、集計等の手間が省け効果的

に取りまとめることができます。また、一度作

成すれば、定期的にくり返し実施することもで

きます。 

（２）正対する 

「子供」としてではなく、一人の「人」とし

て児童生徒と向き合うことで、より深い信頼関

係を築くことができます。さらに、児童生徒の

話を聞く際には、相手を受容し、共感的な雰囲

気をもって傾聴することで、安心感を与えるこ

とが大切です。 

（３）特別な配慮や支援を要する児童生徒への対応 

社会の急激な変化とともに、児童生徒の発達上の多様性や家庭環境複雑化等、様々な支

援を必要とする児童生徒が増えています。そのため、個々のニーズに応じたきめ細かな対

応が必要です。その際には、連携して指導・支援していくことが大切です。 

例として、連絡事項や一日の流れを教室黒板や

ホワイトボードに残しておく方法があります。口

頭で指示する場合もありますが、重要なことは連

絡事項を教室に一日残しておくことで、話を聞く

ことが苦手、多くの情報を覚えきれない児童生徒

にとっても再度確認することができ、見通しをも

って過ごすことができます。 

４ 児童生徒理解 
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【正しい姿勢で話を聞いている様子】 【整頓されたロッカー】 

 
「凡事徹底」とは、ルールを守ることはもちろん、身の回りの整理整頓、学習中の姿勢、清

掃活動など当たり前と思われることを大切にしていくことです。これは、教師にも通じます。

自分自身も当たり前のことができるよう凡事徹底を心がけましょう。「なんで、できないの？」

ではなく、「がんばっているね」とできるようになったことを認めながら、長い目で継続して指

導・支援をしていきましょう。そういった教師の姿勢、こだわりこそが学級の習慣となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たち教師は、児童生徒を毎日見ていますが、本当に見なくてはいけないのは、一人一人のよ 

いところや努力しているところです。そして、「見ていること」を児童生徒に伝える必要があり

ます。下のような言葉かけから児童生徒の自己肯定感は育っていきます。また、児童生徒がして

くれたことには感謝の気持ちを伝えることが大切です。たとえそれが当番の子であったとして

も「ありがとう」の気持ちを伝えましょう。そうすることで「私はクラスのために役立っている」

という自己有用感を育てることができるのです。 

 

 

 

 

 

 

 
コーチングとは、目標実現、問題解決のために、自発性を促し、行動を引き出すコミュニケー

ションです。一方、ティーチングとは答えを与えるものなので、その答え以上のものは出てきま

せんし、その答えが適したものではない可能性もあります。何より、ティーチングばかりだと、

児童生徒は答えを待つようになり、失敗したときは自分で責任をとらなくなってしまいます。 

コーチングは児童生徒の可能性を信じて、自分で自分の中から答えを引き出すことができる

ようにサポートします。その結果、自分ができそうな方法を、自分で考えるようになります。そ

れがうまくいったときには、「私もやればできる」という自己効力感をもつことができます。 

５ 凡事徹底 

６ 感謝の気持ちを伝える 

【「見ていること」を伝えている例】 

◇ノートの字がきれいだったら        →「きれいな字で書いているね。」 

◇友だちに親切にしていたら         →「○○さんのそういうところ、すごくいいなぁ。」 

◇まじめに勉強したのにテストの点が悪かったら→「でも、まじめに努力していたじゃない。」 

【感謝の気持ちを伝えている例】 

◇給食の後始末をした子に→「給食の後始末をしてくれてありがとう。」 

◇黒板係の子に     →「○○さんのおかげで黒板はいつもきれいだね。とても書きやすいよ。」 

 ７ コーチング 
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【ティーチングとコーチングのちがい】（T：教師 C：児童生徒） 

 

 

 

 

 

 

 

学校生活において認めたり励ましたりする等、教師が児童生徒に言葉をかける場面は数多く

あります。その際、言葉遣いに気を付けることはもちろんですが、伝え方を工夫することで相

手が受け入れやすい伝え方があります。それが「Ｉメッセージ」です。 

「Ｉメッセージ」は、「私（Ｉ）」を主語にして、「相手の行動」「その影響」「自分の気持ち」

で構成されている話し方です。「私」を主語にしているため、相手に配慮しながら、自分の主張

を伝えることができます。そのため、相手にとっても受け入れやすく信頼関係が成立しやすい

といわれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

T：課題を、まだ提出していませんよね。 
C：すみません。終わっていません。 
T：どうしてですか？一週間も前に出してありましたよね？ 
C：はい…土、日曜日は部活の試合があったりして…。 
T：それでも、みんな提出していますよ。あなたに、やる気がない

からじゃないですか？ 
C：すみません…。 
T：明日の朝までには提出してくださいね。 
C：はい…。 

T：○○さんの課題が見あたらないんですけど…。  
C：すみません。まだ終わってなくて、出せませんでした。 
T：まだ終わってなかったんですね。そういえば、土、日曜日は試合があった

んでしたね。 
C：はい、それもあったんですけど…。 
T：それだけじゃないんですか？ 
C：はい、他の教科の課題もあって…。 
T：忙しかったんですね。一週間では無理でしたか？ 
C：いいえ、僕の見通しが甘かっただけです。明日の朝までに提出します。 

８ I メッセージ  

コラム 

【「You メッセージ」と「I メッセージ」の例】 

◇「Youメッセージ」  

「なぜ考えて行動できないんですか！ これでは、時間の無駄です！」 

 

◇「I メッセージ」  

「みなさんが考えて行動してくれると、時間を効率的に使うことができて、  
      ［相手の行動］           ［その影響］      

私はうれしいんだけどな。」 
  ［自分の気持ち］ 

  ティーチング コーチング 

傾聴 ～心と目と耳を十分に傾けて～ 

自分から話しかけることと同じように大切なのは、温かい心で児童生徒の話に耳を傾けて聴くことです。こ

れを「傾聴」と言います。「傾聴」で何より大切なことは、相手を尊重してじっくりと話を聴くことです。児童生

徒が話しかけてきたら、今やっていることをいったん止めて、児童生徒の話に耳を傾けましょう。途中で疑問

や批判をはさまずに最後まで聴きます。 

また、授業中、児童生徒の発言が教師の意図したも

のではなかったとしても、流してしまうことなく最後まで聴き、

「○○さんは～と考えているんだね」と確認しながら進める

ことが必要です。相手を「受容」し、「共感的な理解」に

努める姿勢が信頼関係を生むのです。教師が受容的で

共感的な雰囲気をもっていると、児童生徒同士の関係も

落ち着いてきます。 
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「個を育てる」ことと同時進行で「集団を育てる」ことが、学級づくりでは大切になります。

児童生徒は、集団の中にいるからこそ、個性が明確になり、役割が与えられます。個性を伸ば

し、役割を果たすことで、「個」の力を育みます。集団があるからこそ「個」が成長するのです。

「集団を育てる」ということは、児童生徒の個性を大切にしながら、一人一人を丁寧につない

でいくことです。 

これからの社会を担うためには、「多様な他者と相互理解をし、対話を通し、対立を乗り越え、

誰もが納得できる合意形成をする力」が必要だと考えます。そのために「人間は一人一人がみ

んな違う」という当たり前のことを教師は折に触れて話をすることが必要です。同時に、「みん

なで協力することは簡単なことではない」ことを教師が自覚し、対話となる「しかけ」をつく

ることが大切です。そうすることで、児童生徒は活動を通して互いを認め合い、自分の居場所

を見つけ、力を発揮できるようになります。では、「安心できる居場所づくり」をどのように行

えばよいのでしょうか。この章では、そのしかけ方や、目的について述べていきます。 

 
 
 
（１）構成的グループエンカウンター 

構成的グループエンカウンターとは、集団を対象とした開発的なカウンセリングです。 

本音と本音のふれあいを通して、集団内にリレーション（お互いに相手を尊重しながら感情

交流ができる関係）をつくることと、自己発見する（これまで気付かなかった、あるいは気

付いていても表現できなかった自分をオープンにしていく）ことをねらいとしています。 

構成的グループエンカウンターは、次の順序で実施します。たくさんのエクササイズの中

から、ねらいや学級の実態に合ったものを選ぶことが必要です。最後のシェアリングは、基

本的に４人のグループで行います。個々の感想を周囲が否定せずに聴くことで、お互いを尊

重する経験をすることができます。これを行うことで単なる「ゲーム」で終わることがなく

なります。 

このように、互いの思いや考えを肯定的に聴くことを「聴き合い活動」と言います。この

「聴き合い活動」は他にも、一つの正解を求めず、児童生徒の感じ方を尊重するような学習

の場面で取り入れることができます。 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 児童生徒同士の人間関係 

１ 集団を育てるとは「つながり」をつくること 

２ 人間関係を築く場面 

 

構成的グループエンカウンターを実施する際には、教師が「学級の実態が△△だ

から、このエクササイズを実施して、○○の状態になってもらいたい」という意図

をもって、計画的・継続的に行うことが大切です。また、シェアリングの場面では、

児童生徒が慣れるまで、教師が積極的に介入して進めるようにしましょう。 

https://3.bp.blogspot.com/-HXcDGJFZeLo/Wq9-s7uMxXI/AAAAAAABK-s/53Ml6d7NXN8es6tNEEbJMQCEggxRKAlKgCLcBGAs/s800/toy_tsumiki_kids_kyouryoku.png
https://3.bp.blogspot.com/-PuyN3T22kew/VwdI30jgV0I/AAAAAAAA5mY/ZHt079CgwF4g6xrSXs9f4VjpMeQnYaNjw/s800/job_teacher_woman.png
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（２）行事 

行事は、児童生徒一人一人を育て、人間関係を築く絶

好のチャンスです。一つの目標や目的に向かってみんな

で協力したり、時には葛藤したりする体験は、自分の意

見を主張するばかりではなく、相手を尊重したり、折り

合いをつけたりすることを通して、人間関係を築く力を

育みます。 

仲間と協力してつくり上げた行事は、達成感などの感

動体験を生むと同時に、学級というチームワークを育て

ることができます。 

教師は、一つ一つの行事で児童生徒につけたい力を明

確にし、児童生徒が主体的に取り組めるように支援する

ことが必要です。  

構成的グループエンカウンターの進め方  

①インストラクション 

 教師が、これから行うエクササイズの目的、やり方、ルールなどを説明します。 

②ウォーミング・アップ 

 エクササイズに入りやすくするために、簡単なゲームを行います。 

③エクササイズ 

 心理的側面の発達を促すための課題を行います。 

ねらいとエクササイズの例は以下のとおりです。 

  

◇  ：「いいところさがし」「私は私よ」 

◇    ：「自分への手紙」「いいところ川柳大会」 

◇自己主張   ：「○かな×かな」「私の話を聞いて」 

 ◇  ：「イメージの小旅行」「別れの花束」 

 ◇信頼体験   ：「ゴリオリゲーム」「トラストウォーク」 

  

④シェアリング 

 エクササイズにより気付いたり、感じたりしたことを 

本音で伝え合い、分かち合います。気付きや感情を 

明確化し、ねらいを定着させます。 

 

【クラスの仲間の「いいところさがし」を 

クイズ形式にした場面】 

【最後は仲間が書いた「いいところ 

リスト」を本人にプレゼント】 
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（３）クラス会議による話合い活動 
クラス会議とは、児童生徒で学級の課題について、解

決策を考え話し合っていくものです。継続的に実施して

いくことで、児童生徒の安心感を高めるとともに、学級

への所属感、仲間への信頼感、課題解決への貢献感とい

った、共同体感覚を育むことができます。 

議題については、児童生徒から吸い上げるなどして、

話し合うことに必要性を感じるものにすることが大切

です。そうすることで、児童生徒は自分事として、主体

的に話合いに参加することができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多数決で気を付けること 
多数決は少数意見を切り捨ててしまうことに問題があります。少数意見だからといっ

て、その意見が間違っていたり、価値がなかったりするわけではありません。誰一人取り

残さない社会の担い手を育成する上では、「全員が合意」できる話合いを目指すことが

大切です。 

例として、学級レクレーションを決める場面で「ドッジボール」と「バスケットボール」の二

つ提案があったとします。そして、多数決をとれば「ドッジボール」になるような場面を想定

します。そのときに、「ドッジボールに反対」という意見の理由が「ボールに当たると痛い」

というものであれば、「柔らかいボールにする」など、新たな意見を皆で見つけ出し、合意

を目指す対話を重ねていくことが目指す姿と言えます。 

特に学校行事などでは、決めなければならないことが多くありますが、期限内に決める

ことが目的化しないようよう気を付けなければなりません。意見を十分に出し合うことで、そ

れぞれのよさと心配な点を皆で理解し、全員の納得解を得られる活動を目指すことが大

切です。 

反対に、全員にとって「どの意見でもよい」のであれば、多数決でよいことになります。 

【コの字型のクラス会議（ICT も利用）】 

【円になって距離を縮めてのクラス会議】 【クラス会議の記録】 

https://1.bp.blogspot.com/-R7bnEXGATis/VnE4Gjay2zI/AAAAAAAA19A/z_jja1C7kRY/s800/pose_kyosyu_girl.png
https://2.bp.blogspot.com/-SYbycVICeHA/UZ2VEQfSwrI/AAAAAAAATt4/PYfzkppWM3c/s800/kyosyu_man.png
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（４）授業 

学級の児童生徒全員が、最も長い時間一緒にいるのが授業です。集団で学ぶという特性を

生かして、互いに認め合い、協力し合うことの大切さを感じさせることが大切です。そうす

ることで共感的な人間関係を育てることができます。 

 

●失敗や試行錯誤が許される雰囲気を 

「授業中に自分の考えを発表したけれど、間違っていて友

達に笑われた」という経験をしたら、その子は発表することが

嫌になり、誰かが正しい答えを教えてくれるまで待つように

なってしまいます。 

教師は正しい答えだけを評価するのではなく、自分で考え

たことや頑張ったこと、自分の考えを発表したことのよさを

認めて、温かい言葉をかけてあげることが必要です。そして、

誰でも間違えることがあることを児童生徒に伝えます。そう

することで、失敗や試行錯誤が許される雰囲気ができ、学級は

児童生徒にとって、安全な居場所となります。 

 

●一人一人が活躍できる授業を 

一人一人が大切にされ、それぞれが活躍できるような授業

を行うことで、児童生徒は互いに認め合うようになります。そ

のためには児童生徒の学習状況や特性を理解し、どの場面で

どの子が活躍できそうか、考えておくことが必要です。 

また授業中には、個別支援の時間を取り、その子に応じた支

援を行ったり、認めたりすること、一人一人の考えを出し合う

場を設定し、丁寧に対応することなども大切です。 

 

●互いが認め合える授業を 

児童生徒が授業で認め合うようになるためには、まず、教師

が児童生徒に温かい言葉をかけることが必要です。授業中に

「今の○○さんの考えはどうですか？」と問いかけることや、

友達の意見を聞いてうなずいている子を認めるなど、児童生徒

同士が評価し合う場面を積極的につくることが効果的です。 

その他にも、グループごとに課題に取り組む活動や、話合い

によってお互いに歩み寄る経験をすることも大切です。 

 

 

 

個別の評価により、自分の意
見に自信をもって発表すること
ができます。 

児童生徒それぞれ活躍の場面
をつくることで、互いを認め合
う関係を育みます。 

ICT を使うことで、簡単に互
いの考え方を比べ合い、評価し
合うことができます。 
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（１）ブレインストーミング 

複数人で行う話合いの手法になります。活用することによって、参加者がそれぞれ自由に

アイデアを出したり、参加者同士で新しい発見に気付き合ったりすることができます。まず

は、個人が付箋に意見を記入し、模造紙やホワイトボードに貼り付けていきます。ルールが

批判厳禁（意見をまとめない）のため、誰かが主導権を握ることなく、全員が平等に意見を

言い合うことができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）KJ 法 

関係性のある付箋を近くに寄せグループ化し、小見出しをつけます。その後、グループご

との関係性なども記入し、全体を構造化します。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

このような話合いを繰り返し設定することで、児童生徒がその他の活動でも自信をもっ

て意見を述べたり、質問したりすることができるようになります。また、他者の意見を尊重

した付け足しもできるようになります。大切なことは、ブレインストーミングのルールを折

に触れて児童生徒に説明し、意見の言いやすい雰囲気、人間関係を構築することです。 

 

※ その他の思考ツールについては、千葉県総合教育センターHP からダウンロードできる｢思考スキル 

に応じた思考ツールの活用｣リーフレットを参照してください。 

【KJ 法：文化人類学者の川喜田二郎】 

３ ブレインストーミングからのＫＪ法 

【話し合いながらグループに分けていく様子】 

ルール 

①批判厳禁 

 （意見をまとめない） 

②自由に書く 

③質より量 

④相乗り、付け足し OK 
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アサーションとは、「自他尊重の自己表現」という意味です。自分の意見や気持ちをきちんと

「伝える」と同時に、相手の話も十分「聴く」ことなので、互いを尊重する人間関係を育むこ

とができます。簡単に言えば、「相手の意見・言い分をいったん受け入れてから、自分の言いた

いことを伝える」ということです。このことによって対立が生まれにくくなるため、人間関係

が良好になりやすくなります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

４ アサーション 

アサーティブな表現方法 
自己表現の方法は大きく分けて三つあります。アサーション・トレーニングでは③の自己表現が身に付くこ

とをねらいとしています。 

 ①アグレッシブ（いばりやさん） 

→自分のことを優先し、他者を無視・軽視する自己表現 

 ②ノン・アサーティブ(おどおどさん) 

→自分よりも他者を優先し、自分のことを後回しにする自己表現 

 ③アサーティブ（さわやかさん） 

→自分のことをまず考えるが、他者のことも十分配慮する自己表現 

 

 具体的な例を以下の場面を使って説明します。 

 

 

 

 

 

 

①アグレッシブな表現 

  「いやだよ。他のものが食べたいんだから！」 
  

②ノン・アサーティブな表現 

  「えっ！ そう、イタリアンがいいんだ…  

うーん… じゃ、イタリアンにしようか…」 
 

 ③アサーティブな表現 

  「イタリアン、私大好き！おいしいよね！でもごめんね。 

私、昨夜もイタリアンだったの。この近くにおいしい 

和食のお店があるんだけど、よかったらそこにしない？」 

  

あなたは友だちの A さんと、お昼ご飯を食べようとしています。 

A さんは「イタリアンのお店に行こう」と言いましたが、あなたは昨夜もイタリアンを食べているので、

他のお店がよいと思っています。 

相手の意見・言い分

をいったん受け入れ

てから、自分の言い

たいことを伝えます。 

https://3.bp.blogspot.com/-fpp4oXuxPng/WMJLMSG1HRI/AAAAAAABCek/LWm-bvZAPygCgRkY9d5IBpH0pyzzMFMDACLcB/s800/okotowari_shimasu_man.png
https://1.bp.blogspot.com/-ahlT7Kd7-T0/XVjgJ3hrbFI/AAAAAAABUMw/MV4su85SnoAMYnSitR9DXVgNFuorpprwQCLcBGAs/s1600/kid_seikaku_uchiki_boy.png
https://3.bp.blogspot.com/-nrwPWwcAaOA/VRE4WqEKBSI/AAAAAAAAsV0/8D61LcHzjAk/s800/aisatsu_arigatou.png
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ピア・サポートとは、児童生徒が互いに支え合い、助け合うような関係をもつことです。仲

間を支援する体験を通して自分を見つめ直すことで自己成長にもつながり、思いやりあふれる

学級ができるようになります。 

 

※ 千葉県では「豊かな人間関係づくり実践プログラム」として、小学校１年生から中学校３年生まで、体系化 

されたプログラムが用意しています。「周りの人を大切にするスキル」と「自分を大切にするスキル」を各学

年で学べるようになっています。ただし、これは「教育モデルに基づくピア・サポート」であり、「カウンセ

リングの考え方に基づくピア・サポート」とは異なります。 

 

 

 

 

 

児童生徒一人一人を育てるためには、一人一人を理解す

ることが必要なように、学級集団を育てるためには、その

学級集団の状態を理解することが必要です。児童生徒の

心理面が変化してきている今日、心理テストなどは、学級

集団の状況をより客観的で適切に把握するための一つの

方法と考えてもよいでしょう。 

児童生徒の関係性は日によって変わります。年度初めは仲がよかったから、今もきっと仲が

よいだろうと単純に捉えるのではなく、休み時間や登下校、授業の中でどのようなつながりを

もっているか、常に現状を捉え直すことが大切です。 
 

 

 

児童生徒は、教師の立ちふるまいに感化され、よりよい生き方を学んでいきます。むしろ言

葉で指導するよりも姿勢を示すことの方が効果的です。そのために、まずは教師自身が人間関

係づくりの模範となることが必要です。 

 

（１）教師と児童生徒は人として対等である 

「人として対等である」とは、「互いに尊重し合う」ということです。人生経験の差はあ

りますが、教師も児童生徒も対等な人間であることを肝に銘じることが必要です。時に、

児童生徒は沢山の失敗をします。その失敗を受け止め、励まし勇気付けることこそが教師

のやるべきことです。教師が児童生徒を一人の人間として尊重すれば、「尊重とは何か」を

児童生徒は実感しながら学んでいきます。 

 
 

６ 学級の状況を把握する 

７ 教師が模範となる 

リレーション 

ル
□
ル 

５ ピア・サポート 

https://2.bp.blogspot.com/-ABYlkN7syq8/Wi4fuPh2YpI/AAAAAAABIqM/Z_KN5MWz0uwrc0sHRi5fmoCPvG9BaBuGQCLcBGAs/s800/animal_chara_fukurou_hakase.png
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貢献する

自信を 

もつ 

（２）「信用」ではなく「信頼」 

「信用」と「信頼」は異なります。「信用」というのは、信用するための根拠が必要にな

りますが、「信頼」に根拠は必要ありません。教師は、児童生徒を「君が何をしようと、ど

んな失敗をしようと、私はあなたを信頼している」という温かい視線で見ることが大切に

なります。 

児童生徒にとって、教師が「信頼」してくれているという視線は、大いに勇気付けられ、

高いパフォーマンス力を発揮することができます。 

教師が児童生徒を「信頼」することができれば、児童生徒もまた「信頼とは何か」を実

感しながら学んでいきます。人間関係づくりの入口として、「信頼」という人の見方を大切

にしたいものです。 

 
 
 

人は、人とのつながりの中で自分の居場所を確立していきます。

そして人とつながることで、他者への関心は大きくなり、貢献す

る機会にも恵まれます。さらには貢献することで得られる達成感

や、他人からの承認によって自信をもち、さらに人とつながろう

とします。 

最初は家族といった身内から始まり、親しい仲間、学級、そして

社会へとつながりは大きく広がっていきます。こういった経験を

積むきっかけを提供することが、教師の役割と言えます。 

８ 「つながる」「貢献する」「自信をもつ」のサイクル 

つながる 

https://4.bp.blogspot.com/-5nzYYCihOCk/WM9X76OH1NI/AAAAAAABCuM/1AkTMWW7vn0uhJIX5Z3kfXXRisox0Hg5gCLcB/s800/kids_kyouryoku.png
https://3.bp.blogspot.com/-EjnO5CcE6ZY/VnE3SX1-r_I/AAAAAAAA10M/CHni2B86O9k/s800/pose_makasenasai_girl.png
https://1.bp.blogspot.com/-Q65DAr934lU/XexrSgpUPDI/AAAAAAABWnE/1R2ClD_oFlwKtMqmm1y7bomvoLVT3npjQCNcBGAsYHQ/s1600/shitsuke_shikaru_mother_smile.png
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特別活動をとおして、学級づくりをしていくことが大切です。特に、話合い活動はその中心

となります。学習指導要領解説「特別活動編」の、特別活動の目標にも「集団や自己の生活，

人間関係の課題を見いだし，解決するために話し合い，合意形成を図ったり，意思決定したり

することができるようにする。」と記載されていることから、その重要性はとても高いことがわ

かります。充実した話合い活動を行い、学級づくりに生かしましょう。 

（１）話合い活動の事前準備 

①問題の発見→②議題の選定→③議題の決定→④学級会の計画と準備 

※ 議題の選定や決定は、児童生徒の代表、学級全員、教師等、発達段階や学級の実態に

応じて行いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）話合い活動の進行 

 

 

 

 

 

 

【板書例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 主体的に活動できる学級 

１ 学級づくりに欠かせない話合い活動 

＜議題の集め方＞ 

・議題ポストから 

・朝の会や帰りの会での話題から 

・学級日誌に書かれていることから 

・係活動や当番活動の感想から 

・児童会や生徒会から依頼されたこ 

と、または学級から児童会や生徒 

会に提案したいことから 

・これまでの活動の振り返りから 

※学級経営方針に基づいて教師が示 

すことも考えられます。 

＜具体的な計画や準備について＞ 

・議題の提案理由を明確にしましょう。 

◇現状の問題点 ◇考えられる解決方法 ◇解決後のイメージ 等 

・話し合うことを決めましょう。 

 ◇何をするのか ◇どのようにするのか ◇役割分担は 等 

・話合いのめあてを決めましょう。 

 ◇提案に対するゴール ◇話合いの仕方 等 

・話合いの役割をし、進め方や気を付けることを確認しておきます。 

 ◇司会 ◇記録 ◇話合いの形式 ◇話合いのルール 等 

・決まっていることを確認します。 

 ◇日時や場所 ◇レク大会等で行うゲームの数 等 

議題や話合いの進め方の理解 解決方法等の話合い 解決方法の決定 

 議題の内容や話し合うことを 

理解し、提案理由やめあてに基 

づいて一人一人が自分の考えを 

再確認したり、学級会の時間配 

分や進め方を共通理解したりす 

る。 

＜出し合う＞ 

 一人一人の思いや、 

願いを大切にしながら 

「話し合うこと」につ 

いて自分の考えを発表 

し合う。 

＜比べ合う＞ 

 よりよい解決方法等 

を見つけるために、質 

疑応答を通して相違点 

を確かめたり、意見を 

出し合ったりする。 

＜まとめる（決める）＞ 

 いろいろな意見の違い 

を認め合い、折り合いを 

つけるなどして、みんな 

の考えをまとめ、合意形 

成を図ります。 

→実践 

↓ 

振り返り 

↓ 

次の課題 

 

第
〇
回 

学
級
会 

議
題 

  

提
案
理
由 

  

め
あ
て 

  

話
し
合
う
こ
と
①
（  

分
） 

 
 

意
見 

 
 

 
 

理
由 

 
 

・  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

●
●
●
● 

 
 

・  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

●
●
● 

 
 

・ 話
し
合
う
こ
と
②
（  

分
） 

 
 

意
見 

 
 

 
 

理
由 

 
 

・ 

 
 

・ 

 
 

・ 

 

ま
と
め
（決
ま
っ
た
こ
と
） 

 
 

・ 

 
 

・ 

 
 

・ 

10  10 

議題や話合いの進め方の理解 解決方法等の話合い 解決方法の決定 

 時間の目安を示す。 
自分の意思を示すために

マグネット等を活用する。 

 まとめの際は、全員

がきちんと納得できた

か確認しましょう。 
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（３）話合い活動の形態 

●シンク・ペア・シェア 

シンク（個人）、ペア（小グループ）、シェア（学級全体）

の段階を追って進めていくシンプルな話合いの形です。まず

は、自分の意見をもつ時間を確保しましょう。その次に、 小

グループで共有したり共感したりして意見をまとめていき

ます。最後に、学級全体で議題の解決方法を見つけていきま

す。メリットとして、個人の意見を表現する場がきちんと確

保できることです。留意点は、互いの意見を尊重し合うこと

です。「議題の解決についてよりよい方法を見つけていく」

という視点からずれないようにしましょう。 

 

●思考ツールを使った話合い 

思考ツールは、学級での課題解決や学校行事に向けて等の

話合い活動で活躍します。意見をまとめたり、課題を整理し

たりするときは「フィッシュボーン」や「ベン図」等、アイ

デアを出し合うときには「カードブレインストーミング法」

や「マンダラ」等を活用すると効果的です。思考ツールを活

用することで、児童生徒同士が協働して考え、話し合いなが

ら課題解決に向かっていくことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の思考ツールについては、千葉県総合教育センターＨＰからダウンロ

ードできる「思考スキルに応じた思考ツールの活用」リーフレットを参照してくだ

さい。 

電子黒板を使って、進行の手順

やあらかじめ集約した意見を表示

しながら行うと、見通しがもて効

果的です。 

椅子や机の配置を工夫して、学

級全体が見えるようにすると、

個々の表情を見ながら話合い活動

が進みます。 

一人一台端末を有効に活用し

て、意見の共有やまとめを行うこ

とも話合い活動に取り入れてみて

はいかがでしょうか。 

この形はいろいろな場面で活用で

きます。普段の授業でも取り入れま

しょう。 

思考ツールを、取り扱う議題によ

って使い分けましょう。 
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（４）話合い活動に活用できる ICT ツール 

●デジタルホワイトボード（Google Jamboard 等） 

ネット上の付箋を使って意見を出し合い、話合いを進めることができます。グループでまと

めたり、学級全体で共有したりできます。 

●チャット機能が使えるツール（Microsoft Teams 等） 

対面だとなかなか発言できない児童生徒でも、チャット上では発言することが期待できます。

ファイルの共有やホワイトボード機能等もあります。 

●クラウド型授業支援ツール（ロイロノート等） 

プレゼンテーション型の話合い活動をするときに活躍します。提出箱、シンキングツール、

アンケートカード等、充実した機能があり、充実した話合い活動が期待されます。 

●キーワードを抽出するツール（テキストマイニング等） 

議題の中心となるキーワード等を吸い上げることができ、話合いの視点が明確化されます。

学級目標や運動会のスローガン等を決めるときに役立ちます。 

 

 

児童生徒の主体性を伸ばし、責任感をもたせていくために係活動は大切な取組です。係活動  

を充実させるために大切なことは、児童生徒が自ら考え、計画、実践していくことです。この

ことが他者への貢献となり、学級を豊かにしていきます。また、人に役立つ喜びを感じること

で自己有用感を育むことにもつながります。 

ところで、当番活動と係活動の違いはなんでしょうか。当番活動は、学級の生活を円滑に運

営するために、それぞれの仕事を分担し、責任をもって行う自主的な活動です。係活動は、学

級の生活をより豊かにしていこうと、児童生徒が創意工夫して行う主体的な活動です。発達段

階や学級の実態を考慮しながら、この二つの活動の違いを意識して設定できるようにすると、

よりよい学級づくりができます。 

 

 

【実践例①「視点を与えて」】 

教師側から係活動を考える視点を一つ与え、その後は

学級会等を通して児童生徒同士で決定していきます。例

えば「学級が楽しくなる係活動」とします。すると、児童

生徒は「どのような係があれば学級が楽しくなるのか」と

考え、様々なアイデアが生まれます。「季節を感じさせる

係活動」「あると便利な係活動」等の視点も考えられます。 

視点の設定から児童生徒が考えるのもよいのではない

でしょうか。 

 

２ 係活動の充実 

（１）主体的に考えて取り組む係活動の例 

 

児童生徒のアイデアを尊重するこ

とで、継続的な活動が期待できます。 
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【実践例②「〇〇係を〇〇会社に」】 

係活動を「〇〇会社」とし会社形式で活動します。会

社は、社長と副社長（２名以上の構成員）と活動内容と

期間が決まっていれば、申請をして設立することができ

ます。会社を設立したら、求人募集を出し、他の児童生

徒は、求人募集の活動内容を見ながら、興味・関心があ

る会社に入社し、それぞれの活動内容に沿って会社を運

営していきます。学級会等で、定期的に「株主総会」と

してそれぞれの会社を評価し、運営を見直していく工夫

等があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）定期的に PDCA サイクルを 

係活動を例に考えていきます。 

係活動の振り返りを学期に１回ではなく、定期的に PDCA サイクルが回せるように計画

することが大切です。定期的にサイクルを回すことが、児童生徒の主体的な活動につながり

ます。 

【３学期制での例】 

 

 

 

それぞれのサイクルは単発で終わるのではなく、下の図にあるとおり、スパイラルと    

なって連動しながら、よりよい活動になるように意識していくとよいです。 

 

 

 

 

特に、C（評価）からの A（改善）をしっかりできるようにしましょう。そうすることで、

既存の係活動の見直しをしたり、新たな係活動を生み出したりして、常によりよい活動を目

指して取り組めるようにしてください。 

 
〇〇係を〇〇同好会に 

係活動を「〇〇同好会」にして活動する工夫もあります。 

好きなことを同じ友達が集まって活動するので、主体的な取組が期待されます。それぞれの同好会

が主催となって運営する集会活動があるとより効果的です。同好会の設定方法や人数等、あらかじめ

話合い活動を通して設定することで、スムーズな運営につながります。同好会なので、あまり形式的にな

らずに、それぞれの同好会のよさを生かした活動にできるようにしましょう。 

  〇〇会社や〇〇同好会等、係活動の呼び名を工夫するだ

けでも、学校での活動が楽しくなるかもしれませんね！ 

コラム 

１学期 ２学期 ３学期

レベルアップ

していこう！ 

活動内容等を立案することで計画

的、主体的な活動になります。 
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「自発的、自治的な活動」とは、児童生徒が自ら課題を見出し、その解決方法や実施につい

て合意形成を図り、互いに協力しながら目的を達成していくものです。児童生徒の意見や考え、

活動を尊重していくことはもちろんですが、教師がしっかりと関わり、適切に支援をしていく

必要があります。総合的な学習の時間（探究の時間）や特別活動、行事等を活用し、横断的に

取り組むことでより効果的な活動になります。 

「自発的、自治的な活動」では、自分の意見はもちろん、友達のよいところを意識しながら、

ペアや班、全体での話合いを通して合意形成を図っていきます。その際に、一概に多数決で物

事を決定するのではなく、児童生徒自身が折り合いをつけながら物事を決定していくことが大

切になります。互いに協力し合いながら他者を理解することで、自発的、自治的な取組につな

がっていくよう配慮しましょう。また、児童生徒に丸投げするのではなく、場合によっては教

師が適宜助言・修正をしていくことも必要です。そして、活動に対する評価、振り返りを行わ

せることで、自己有用感が育めるようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実践例②「集会活動の充実」】 

学校行事としての集会活動ではなく、学級での集会活動です。開催時期や内容は児童

生徒が考え、つくっていきます。役割ごとの連絡は、背面黒板等を使って事前に周知す

る等の工夫をすることで、当日の細かい説明を省くことができます。大切なことは、教

師が児童生徒を信頼し任せることです。はじめは助言等でかかわることが多いですが、

回数を重ねるごとに児童生徒の企画力や実行力等が身に付いていきます。授業時間を

使って準備をさせる場合には、特別活動の年間計画や時数等に留意してください。 

 
自分たち

で企画した

イベントが

あると、学

校が楽しく

なります。 

【実践例①「掃除の仕方を見直すために」】 

自分たちの掃除の仕方を見直す活動です。まずは、

タブレット等の端末を活用して自分たちの掃除の様

子を撮影します。その後、各分担場所で自分たちの

掃除の様子を確認しながら、改善点を探していきま

す。映像を確認しながら各自が見直すことができる

ので、具体的な改善方法を考えることができます。

より正確な実態を捉えるために、担任が事前に撮影

しておくのも一つの方法です。 

ICT 端末を活用することで、自分

たちの実態を客観的に知ることがで

きます。 

３ 自発的、自治的な活動 

●自発的、自治的な活動の例 
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     集会活動にどうですか？ 

     児童生徒にとって扱いやすく、馴染みのあるカメラアプリを用いた取組の例として、ビンゴゲームを紹

介します。一般的にはビンゴカードを使用すると思いますが、カメラアプリを使って撮影した写真を、プレ

ゼンテーション用ソフト等を活用してカードを作成し、写真ビンゴとして楽しむことができます。低学年の

児童でも、フォーマットを作っておけば写真撮影から貼り付けまでできます。 

集会活動では、児童生徒が企画した〇〇大会等あると思いますが、ビンゴの他にも、クイズで盛り

上がることができるアプリもあります。 

現在、無料で使用できるソフトやアプリが多く存在し、

扱いも難しくありません。児童生徒も、実際に使用してみ

ればすぐにできると思います。また、これらのソフトやアプリ

は、集会活動だけではなく、教師が理科や社会科で授

業内容をビンゴやクイズにすることもできるので、ぜひ活用

してみてください。 

コラム 

【実践例③「まとめとしてのスライドづくり」】 

  行事や様々な活動のまとめの一つとして行うスラ

イドづくりです。模造紙等でまとめる新聞づくりの代

わりに、プレゼンテーション用ソフト等を活用してま

とめます。まとめたスライドは、授業参観で発表した

り、下級生の児童生徒に当該学年の行事等を紹介した

りする活動等に活用できます。ネットワークを介して

作業を行えるようにすれば、グループの児童生徒が一

度に作業ができ、効率化も図れます。なお、写真を使

用する際は、映っている友達の承諾を得る等、配慮を

忘れないようにしましょう。 

個人作業ではなく、グループで協

働して行えるようにしましょう。 

【実践例④「学校が楽しくなる朝の会・帰りの会」】 

  時間がない中で行う朝の会や帰りの会を、「今日も

楽しみ！」「明日も来たい！」と思える内容にしてみ

てはどうでしょうか。もちろん、それぞれの会のプロ

グラムを考えるのは児童生徒です。例えば、「１問ク

イズ」「楽しかったことスピーチ」等です。 

朝の会・帰りの会の内容を設定したら、１年間同じ

内容で継続する学級が多いのではないでしょうか。

「効果がなさそうだな」と感じた活動は思い切って年

度の途中でも変えてみましょう。試行錯誤しながら、

よりよい活動を探っていきましょう。 

朝の会や帰りの会のプログラムを

見直してみてはいかがでしょうか。 
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同じ職場で働く仲間として、協力・協働は欠かせないことです。学校の教育目標を具現化す

るためには、教師が一丸となって目標達成に向けて取り組む必要があります。では、他の教師

との協力体制をつくるには、どうすればよいでしょう。それには、日常のコミュニケーション

をしっかりととるようにすることが求められます。 

 

（１）同僚とのコミュニケーション 

●あいさつはきちんと、受け答えはハッキリ 

人間関係の基本は、あいさつです。爽やかなあいさつは、相手に清潔感や清々しさを与え、

信頼感を作り上げると言っても過言ではありません。 

特に学校では、教師は児童生徒たちの手本となるわけですから、教師がしっかりあいさつす

ることで、あいさつができる児童生徒が育ちます。また、日常のやり取りでハッキリ受け答え

をすることは、仕事が円滑に進むことへとつながります。 

 

●仕事は共に取り組み、共に進める姿勢をもつ 

自分が困っているとき、誰かが助けてくれる。そんな職場は、人間関係が円滑で仕事もはか

どります。まずは自分としてできることを考えるとともに、他の教職員と一緒に作業すること

で、コミュニケーションが増え情報交換の場ともなります。 

 

●職員室での会話は情報の宝箱 

児童生徒のことを日常的に話し合い、共通理解を図ることや学習指導や生活指導について教

師それぞれの経験や知識を共有し合うことは、仕事を円滑に進める上でとても有効なことです。

そして、困っていることなどを話し合い、お互いにアドバイスし合う事ができれば、一人で困

ったり悩んだりしなくてもよくなります。 

心掛けたいことは、「愚痴」の共有ではなく、これからのことについて前向きで建設的な会話

をすることです。 

 

●約束、時間を守る 

約束や時間を守らないことは他の人の仕事に支障をきたします。また、時間は貴重なので、

人間関係にも支障をきたすことがあります。教師は、約束や時間の使い方について児童生徒に

指導・支援する立場です。まずは自らが率先垂範したいところです。 

 

Ⅶ 同僚・保護者との関係づくり 

１ 同僚の教職員とのかかわり 

学級づくりでは、同僚の教職員や家庭・地域等の協力を得ながら、児童生徒を指導・支援し

ていくことが必要不可欠となります。この章では、同僚の教職員や保護者と連携する際に必要

な、いくつかのポイントについて紹介していきます。 

https://3.bp.blogspot.com/-NSZJ9dpdrJY/W3abnJe7zLI/AAAAAAABODE/OL2GraT5mvggHS3jua7LnLdWA-nJ0kkMQCLcBGAs/s800/ojigi_aisatsu_businesswoman.png
https://4.bp.blogspot.com/-e1yA4M1NCdY/VyceyK8KZpI/AAAAAAAA6Vo/vyheiz8ksGQR3iOLz0LXlsy9dqpJ0OEwwCLcB/s800/yubikiri_business.png
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（２）同僚とのコミュニケーションの留意点（悩みごとは一人で抱え込まない） 

学校の仕事で大切なことは、組織として対応することです。このために自ら積極的にコミ

ュニケーションをとり、自分が今取り組んでいる仕事を他の教師に知ってもらうことが大切

です。悩みごとなど一人で抱え込むことなく、みんなに知ってもらうことで助けてもらえる

こともあります。教師同士、お互いに支え合うことが求められます。 

 
●「ホウ・レン・ソウ」は確実に! 

何か困ったことがあったとき、何事も

早めに相談することで適切な対応がで

き、大きなトラブルを回避できます。こ

のために、自分のやっていることをオー

プンにして常日頃から理解してもらう

ことが大切です。「報告・連絡・相談」は

社会人としての基本です。 

 

●質問上手、教わり上手になろう 

学校は、“教えるプロの集団”です。常

に、相手への敬意を払い接することを心

掛けながら、質問上手、教わり上手な教

師になりましょう。どの教師にも自信を

もって語れる得意分野があります。その

ような教師に積極的に質問して教わる

ことで、教師力を高めていくことができ

ます。 

 

●養護教諭と連携しよう 

学校の教師集団の中で、担任も知らない

児童生徒の情報をつかんでいるのが養護

教諭です。また、気になる児童生徒を一緒

になって見守ってもくれます。養護教諭と

は定期的に情報交換を行い、連携を深めて

いくことが大切です。 

 

 

 

 

 

「ホウ・レン・ソウ」マニュアル 
◇報告・連絡・相談で一番重視したいのは「相談」です。  

ただ現在の状況を伝えるだけでなく、次に何をするべきかま

でしっかり話し合いましょう。 

  

◇正確に！確実に! ５Ｗ１Ｈを明確にして具体的に伝える。  

伝えたい内容を整理し過不足なく伝えるように心がけましょ

う。 

・When（いつ）   ・Where（どこで） 

・Who（誰が） ・What（何を） 

・Why（なぜ） ・How（どのように） 

 

◇タイミングよく！ 相手の状況（ＴＰＯ）を考えること。 

緊急の事態でなければ、伝える内容にあった環境で話をす

ることが大切です。児童生徒のプライバシーに関わる話は特

に気を付けてください。 

  

◇効率的に報告・連絡するために。  

まず結果から先に伝えます。また、できるだけ早く伝えるよう

に心がけましょう。内容は事実に即して、自分の都合の悪い

部分も包み隠さず伝えるようにしましょう。そして結果報告だけ

でなく、中間報告も忘れずに伝えましょう。 

 

学校で働く職員は、教師だけではあ

りません。事務職員やスクールカウン

セラー等、担任とは違った面から家庭

や児童生徒の状況等を把握していま

す。積極的にコミュニケーションを図

り、情報交換をするよう努めましょう。 

https://3.bp.blogspot.com/-o8ptxFTicXs/VwdI4KYO1RI/AAAAAAAA5mg/51gFWZ_LKjky672eMS1jO6wCYtAH-EaOw/s800/job_teacher_man.png
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学校が組織として機能

している姿は、児童生徒や

保護者に対して安心感を

与え、学校や教師に対する

信頼感がアップします。チ

ームワークを大切にして

仕事に取り組みましょう。 

（３）チームワークづくりに求められるバランス感覚 

●組織としての成長 

チームワークづくりで一番のポイントは、みんなで協

力し、みんなで成長するという考え方です。自分の役割

を自覚し、きちんと役割を果たすことが大切です。組織

の中の一人としての自分の存在をしっかり捉えることが

必要です。 

 

●自分の持ち味を生かす 

教師には、それぞれ得意とする分野があります。個々の

持ち味を生かすことで、より一層チームとしての力を発

揮します。また、お互いの不足する部分をフォローし合う

ことも大切です。 

 

●謙虚に成長を求める姿勢 

周囲の教師からのアドバイスや援助は謙虚に受けとめ、

自分の成長の糧としましょう。いつでも温かく見守って

くれる先輩教師の存在も必要ですが、時には厳しく率直

に意見を述べてくれる先輩教師も自身の成長のためには

大切な存在です。 

 

 
児童生徒の生活の場は学校だけではありません。家庭と学校が連携して児童生徒を育てて

いくことが重要です。児童生徒には、家庭生活での個人としての姿と、学校での集団の中での

姿があります。その異なる姿を教師と保護者がお互いに理解していくことが大切です。共に児

童生徒を育てるという姿勢をもち、担任・学校からの情報発信を積極的に行うとともに、保護

者の考えをしっかり聴き、誠意をもった発言を心がけ、立場の違う教育観の相互理解を図り、

連携を深めていかなければなりません。ただし、連携を深めると言っても慣れ合いや迎合は避

けなければなりません。 

 

（１）積極的な情報発信で学校や担任の教育に対する理解を得る 

保護者に対して、学校の教育目標や担任の「教育観」や「生徒指導観」をしっかりと説明

し理解を得ることが重要です。タイムリーな情報発信を心がけることで、信頼関係を築くこ

とができます。 

 

 

 

２ 保護者は児童生徒の成長を一緒に見守るパートナー 

https://1.bp.blogspot.com/-olFVshZJTzk/WvQHOjmnOEI/AAAAAAABL5M/SEz0GaUgc3MvGxqw45qO_6XrRx1gUigfQCLcBGAs/s800/enjin_people.png
https://3.bp.blogspot.com/-PuyN3T22kew/VwdI30jgV0I/AAAAAAAA5mY/ZHt079CgwF4g6xrSXs9f4VjpMeQnYaNjw/s800/job_teacher_woman.png


- 33 - 

 

 

●情報発信の機会を大切にする 

保護者会や授業参観等、直接顔を合わせて話ができる機会は、特に大切にしたいものです。

明快に手際よく情報を伝えることができるよう、十分に準備を整えて臨まなければいけません。 

また、学級通信を発行することは、保護者から理解を得る手段の一つです。作成する場合は

学級通信のポイント（下のコラム参照）に従い作成し、無理のないペースで継続的に発行する

ようにします。 

 

●学校での様子を伝えるときは具体的なエピソードを添える 

保護者と直接話す機会では、「優しい子」「頑張り屋さん」などの抽象的な言い回しではなく、

学校生活での具体的なエピソードを交えて伝えることが大切です。特に、児童生徒の「いいと

ころ」を知っておくことは、保護者との関係を良好に導きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

学級通信・授業参観・保護者会のポイント 

●学級通信のポイント 

◇誤字脱字・言葉の誤用・誤解を与える表現はかえって信頼を失うので注意する。 

◇表題や構成を工夫して分かりやすい表現で読みやすくし、文章だけでなく写真やイラストを載せる。 

◇公平公正、全ての児童生徒を紹介し、児童生徒にとってマイナスな表記はしない。 

◇人権やプライバシーの保護に十分配慮する。 

◇配付前に必ず管理職等のチェックを受ける。 

 （固執した文章は避け、客観的な視点を心がけましょう。） 

◇無断転載、出典先不明のイラストや資料に注意する。 
  

●授業参観のポイント 

◇教室環境（児童生徒の掲示物等）を整える。 

◇児童生徒が活躍できる授業を計画する。 

◇保護者の意見や感想を集めて、授業改善に生かす。 

◇欠席された保護者にも用意した資料を配付して理解を促す。 
 

●保護者会のポイント 

◇構成的グループエンカウンター等を活用して和やかな雰囲気で始める。 

◇資料には、保護者のニーズに合わせた情報を掲載して家庭でも活用してもらう。  

◇欠席された保護者にも用意した資料を配付して理解を促す。 
 

※ 保護者宛て文書は、授業で使用するプリント等とは違い、外部へ発行する文書です。 

文書の作成に際し、著作権の侵害が無いように注意してください。 
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保護者の思いをしっ

かりと受けとめること

で信頼関係が生まれま

す。傾聴の姿勢が大切

です。 

 

（２）保護者の思いを上手に受けとめるには 

できるだけ早い時期に、保護者の思いを受けとめることが大切です。どの保護者も学校で

の自分の子供の様子や学級の様子が気になっています。また、保護者は自分の子供を伸ばし

たいと思っており、子育てに関する情報などを求めています。そういった保護者のニーズを

つかみ保護者会や面談等で対応していくことが保護者との連携を深めます。 

 

●印象を大切にする 

清潔感があり、いつも元気で明るく児童生徒と接し、一生懸命に頑張る姿勢は大切です。も

ちろん、見た目だけでは信頼できる教師か否かは決まりませんが、よい印象をもたれることに

越したことはありません。 

 

●保護者への応対は礼節をわきまえて 

保護者と接するときは、常に感謝の気持ちと敬意をもち、社会人としての礼節と言葉遣いを

心がけることが大切です。コミュニケーションがよくとれていても、なれなれしい態度はとら

ないように気を付けなければなりません。特に、相槌は「うん」ではなく、「はい」で打てるよ

うにしましょう。 

  

  ●保護者の思いを受けとめる第一歩は傾聴 

保護者の話は、受容的・共感的な態度で否定せず、途

中で口をはさまず最後まで聴くことが大切です。 

穏やかな対応を心がけ、うなずき、繰り返しによる確

認などを行い共感的な態度を示しながら話を聞くよう

心がけます。 

 

●保護者と協働する 

教育活動に参加している保護者は、積極的な学校への協力者です。学校に足を運んでいただ

ける保護者だからこそ、学校の教育活動を真剣に考えており積極的な意見をいただくこともで

きます。また、学級担任の理解者にもなってくれるため、このような保護者と協力して学級保

護者会などを活性化し、他の保護者にも働きかけながら連携を深めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

傾聴とは 

聴 
「耳」「目」「心」を傾け、真摯な姿勢で相手の話を聴くことです。 

相手の話を、相手の立場に立って、相手の気持ちを共感しながら理解に努めます。

また、相手の背景に肯定的な関心をもち、分からないことは憶測で理解せずに質問し、

相手と自分に対して誠実な態度であることが大切です。 

 

https://3.bp.blogspot.com/-o8ptxFTicXs/VwdI4KYO1RI/AAAAAAAA5mg/51gFWZ_LKjky672eMS1jO6wCYtAH-EaOw/s800/job_teacher_man.png
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保護者とのやりとりについ

て、学年主任や管理職への「ホ

ウ・レン・ソウ」を確実に行う

ことはもちろんですが、後回

しにせず、迅速に行うことが

大切です。 

 

ちょっとした連絡には連絡帳は

とても便利です。ただし、込み入

った内容やプライバシーに関わる

ことなどは、封書を利用するか、

電話や直接対話をしましょう。 

  また、電話は非常に便利ですが、

連絡事項の伝達にとどめます。児

童生徒の問題行動や学校からの依

頼や釈明・お詫び等は、直接顔を合

わせて話すようにしましょう。 

 

（３）保護者との連携における留意点 

●日常的に保護者との連絡を心がける 

問題があるときだけではなく、児童生徒のよい言動等について日常から積極的に情報を発信

する事が大切です。電話は手軽な連絡手段ですが、込み入った内容などは、直接会って話をす

るように心がけます。 

 

●ミスをそのままにしない 

手紙の配り忘れや連絡の間違え等、教師であっても人間なのでミスは当然ありうることです。

大切なことは、ミスをしてしまった時こそ、そのことを認め事態が大きくならないよう、丁寧

かつ、迅速に対応して、ミスそのもの以上のトラブルにならないようにします。 

   

●記録をとる 

どんなことでも必ず記録を残すようにします。記憶は時間が経てば曖昧になります。折角い

ただいた建設的な意見も忘れてしまっては、保護者の思いを受けとめたことになりません。ま

た、相談事や苦情といった内容であれば、日時や場所、発言内容や行動等まで、できるだけ正

確に記録しておきます。なお、記録の取り扱いや保管の仕方には十分に気を付ける必要があり

ます。 

 

●迅速かつ適切な対応を心がける 

保護者の思いを受けとめたら、それを反映した行動をお

こします。必要があれば管理職等とも相談し、学校として

組織的な対応をとります。迅速かつ適切な対応をすること

で、保護者からの信頼を得て連携がより一層深まります。 

             

●事後報告までしっかり行う 

保護者の思いに対して対応した後、事後報告まできちん

と行い、連携を深めていきます。事後報告がなければ不信

感につながるので注意します。 

 

●保護者の意見に学ぶ 

保護者からの意見には、担任としての反省点を気付

かせてくれたり、指導方法を改善したりするためのヒ

ントが沢山あります。言葉を冷静に受け止め、教師人

生の財産として蓄積することが大切です。 

https://3.bp.blogspot.com/-PuyN3T22kew/VwdI30jgV0I/AAAAAAAA5mY/ZHt079CgwF4g6xrSXs9f4VjpMeQnYaNjw/s800/job_teacher_woman.png
https://3.bp.blogspot.com/-o8ptxFTicXs/VwdI4KYO1RI/AAAAAAAA5mg/51gFWZ_LKjky672eMS1jO6wCYtAH-EaOw/s800/job_teacher_man.png


 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～すべては千葉の子供たちと先生方の笑顔と未来のために～ 
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木更津市立西清小学校 教諭 川名 祥啓 

 



○研究担当職員 
  〈令和３年度〉 

千葉県総合教育センター カリキュラム開発部 
                     部長  丸山 誠一 

研究開発担当 主席研究指導主事  福中 義宏 
                 研究指導主事  濱田 素子（主担当） 
                 研究指導主事  竹政 崇典 
                 研究指導主事  米塚 丈泰 
〈令和４年度〉 

千葉県総合教育センター カリキュラム開発部 
                     部長  鈴木 康治 

研究開発担当 主席研究指導主事  鈴木 賢一 
                 研究指導主事  米塚 丈泰（主担当） 

研究指導主事  宮野 勝典 
                 研究指導主事  橋本 淳 
                 研究指導主事  竹政 崇典 
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